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磯
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ま
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よ
幸
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一
“
、
思
い
や
り
の
あ
る
、
あ
た
た
か
い

ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
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高
萩
市
は
、
美
し
い
海
岸
線
を
持
ち

な
が
ら
今
ま
で
海
水
浴
場
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
今
年
か
ら
離
岸
堤
を
利

用
し
た
有
明
海
岸
に
、
高
萩
海
水
浴
場

が
開
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

市
民
の
み
な
さ
ん
が
利
用
す
る
憩
い

の
場
と
し
て
の
高
萩
海
水
浴
場
で
す
。

家
族
連
れ
や
仲
間
た
ち
と
、
気
持
ち

よ
く
海
辺
で
ふ
れ
あ
え
る
き
れ
い
な
海

水
浴
場
を
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。
自

分
で
持
っ
て
き
た
ゴ
ミ
は
、
捨
て
な
い

で
持
ち
帰
る
よ
う
に
み
ん
な
で
実
行
し

〃
海
辺
の
ふ
れ
あ
い
″

離
岸
堤
を
利
用
し
た

高
萩
海
水
浴
場
を
開
設

寺

錐

ー

士
《
し
ょ
雪
っ
Ｃ

と
き
七
月
十
七
日
㈲
か
ら
八
月
十

七
日
㈱
ま
で

※
な
お
、
安
全
祈
願
祭
を
七

月
十
七
日
⑧
の
午
前
十
時
か

ら
高
萩
海
水
浴
場
で
行
い
ま

す
。

と
こ
ろ
高
萩
海
水
浴
場

（
有
明
海
岸
離
岸
堤
前
）

駐
車
場
有
明
町
の
市
営
住
宅
前
に
、

普
通
車
八
十
台
が
駐
車
で
き

る
駐
車
場
が
整
備
さ
れ
ま
す
。

表 紙
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②ごろゐこあそび"に夢中

あおぞら保育園

(高萩市）
(観光協会）

水や土，太陽，緑 子どもは， このような

番です。鍵 自然のなかで育つことが
へ

■

･一ノ
“どろんこあそび” あなたは，子どもの

ころを思い出して， この響きに何を思い浮かべま

すか。
おとな

きたない，みっともない，だらしない－大人

にはそう見えるかもしれない“どろんこあそび”

も，子どもにとってはかけがえのないものです。
から

自分の殻にこもって，集団のなかで自己表現が

できない子どもたちが多くなっている今日，一人

ひとりの個性を引き出し，健やかに成長させるこ

とが望まれています。

“どろんこあそび”に必要な水，砂， どろとい

った素材は，子どもたちの手によって， さまざま

に変化して，子どもたちの本来もっている破壊や

創造の意欲を十分満たしてくれます。

失敗しても評価されることもなく，気楽さや自

由さが自然に子どもの心を開いてくれるのです。
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巌

な
お
、
高
萩
海
水
浴
場
の
開
設
を
前

に
、
七
月
十
七
日
㈲
の
午
前
八
時
か
ら

有
明
・
高
浜
海
岸
一
帯
の
海
岸
清
掃
を

行
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
毎
年
、
市
民
憲
章
を
推
進

す
る
協
議
会
が
主
体
と
な
っ
て
、
〃
自

然
を
た
い
せ
つ
に
し
、
美
し
い
ま
ち
づ

く
り
〃
運
動
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い

る
も
の
で
、
各
種
団
体
や
地
域
の
人
た

ち
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。
今
年
も
、
前
記
の
日

時
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
（
雨
天
中
止
）

高
萩
市
市
民
憲
章
推
進
協
議
会

海
岸
をい
つ
も
き
れ
い
に
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蕊鰯騒ズボ錘謬鑛興犬参

で
彰
含
雷
犬
が
典
肺
臓
回
ツ
皿

四
季

第2回

鱗
雛
鈩

や

轤

嘩

》

鰯

鍾

鍾

漏

六
月
二
十
六
日
⑧
中
央
公
民
館
で
、

第
二
回
高
萩
市
体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
振

興
大
会
が
開
か
れ
、
体
育
功
労
者
、
競

技
優
秀
者
、
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
者
の
三
部

門
で
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
か
た
が
た
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

○
小
川
藤
夫
（
下
手
綱
）

高
萩
市
剣
友
会
副
会
長
と
し
て
、
指

導
的
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
高
萩

武
徳
殿
少
年
剣
士
隊
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
代
表
指
導
者
と
し
て
数
多
く
の
優
秀

な
少
年
剣
士
を
育
成
、
ま
た
、
体
育
指

導
貝
と
し
て
本
市
の
社
会
体
育
の
振
興

に
寄
与
し
ま
し
た
。

体
育
功
労
者

↓
言
う
》
一

○
鈴
木
孝
子
（
東
本
町
）

家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
創
設
期

か
ら
選
手
と
し
て
活
躍
し
、
愛
好
者
の

普
及
に
努
め
る
と
と
も
に
、
全
国
大
会

や
関
東
大
会
に
出
場
し
、
家
庭
婦
人
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
の
技
術
の
向
上
に
貢
献
し

ま
し
た
。
現
在
も
、
監
督
兼
選
手
と
し

て
活
躍
し
、
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

の
隆
盛
の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。

競
技
優
秀
者

ひ
ろ
こ

○
鈴
木
寛
子
（
島
名
）

○
柴
田
伸
一
（
島
名
）

昭
和
六
十
二
年
度
茨
城
県
民
総
合
体

育
大
会
、
陸
上
競
技

中
学
男
子
三
、
○
○
○
ｍ
優
勝

ー

○
長
谷
沢
省
一
（
安
良
川
）

卓
球
部
の
副
部
長
と
し
て
、
部
内
の

ま
と
め
役
を
努
め
る
と
と
も
に
、
各
種

大
会
の
運
営
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
、

ま
た
、
指
導
者
と
し
て
家
庭
婦
人
愛
好

者
の
底
辺
拡
大
、
技
術
の
向
上
に
努
め

ま
し
た
。

○
柴
田
栄
司
（
本
町
）

軟
式
庭
球
連
盟
の
事
務
局
長
と
し
て
、

連
盟
の
運
営
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、

指
導
者
と
し
て
積
極
的
に
愛
好
者
の
底

辺
拡
大
、
技
術
の
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

み
ず
え

○
大
泉
瑞
恵
（
高
萩
）

昭
和
六
十
二
年
度
全
国
少
年
レ
ス
リ

ン
グ
選
手
権
大
会

小
学
五
・
六
年
の
部
第
二
位

す
も
う

○
高
萩
市
相
撲
連
盟
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
十
一
回
茨
城
県
少
年
相
撲
大
会

小
学
生
団
体
の
部
優
勝

○
金
成
か
つ
子
（
上
手
綱
）

昭
和
六
十
二
年
度
茨
城
県
家
庭
婦
人

剣
道
大
会
優
勝

二
の
か
み
ゆ
う
す
け

○
五
ノ
上
祐
介
（
大
和
町
）

第
四
十
二
回
国
民
体
育
大
会

重
量
挙
げ
少
年
男
子
九
十
蛇
級
優
勝

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
者

昭
和
六
十
二
年
度
全
日
本
中
学
通
信

陸
上
大
会
茨
城
県
大
会

女
子
砲
丸
投
げ
優
勝
県
中
学
新
記
録
）

松
岡
幼
稚
園
、
ま
ち
づ
く
り

グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
賞
に

六
月
二
十
二
日
㈱
下
館
市
民
会
館

で
、
茨
城
県
主
催
の
昭
和
六
十
三
年
度

ま
ち
づ
く
り
グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
賞
の
授

与
式
が
行
わ
れ
、
高
萩
市
の
松
岡
幼
稚

園
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
自
然
と
ま
ち
な
み
と
の

調
和
を
重
視
し
て
、
居
住
環
境
の
向
上

に
資
す
る
な
ど
、
う
る
お
い
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
や
優
れ
た
建
築
物
等
の
建
設

に
対
し
て
県
知
事
が
顕
彰
す
る
も
の
で

す
。
松
岡
幼
稚
園
は
、
松
岡
城
阯
や
武
家

屋
敷
が
現
存
す
る
地
域
の
特
性
や
歴
史

性
、
自
然
性
を
生
か
し
な
が
ら
、
木
の
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調和のとれた
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翁県
一

》
霊
一
銭
》

も
つ
温
か
さ
、
柔
ら
か
さ
を
通
し
て
未

来
を
担
う
こ
ど
も
た
ち
の
個
性
や
能
力

を
伸
ば
そ
う
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が

凝
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
園
舎
の
中
央
に
は
樹
齢
約

ひ
の
昔

八
十
年
の
桧
丸
太
を
使
用
し
て
、
二
十

一
世
紀
へ
の
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
感
覚
を

取
り
入
れ
、
地
域
の
新
し
い
シ
ン
ボ
ル

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
顕
彰

さ
れ
た
も
の
で
す
。

高
萩
大
心
苑
陶
芸
工
一
房
が

最
優
秀
賞

五
月
十
四
日
出
県
民
文
化
セ
ン
タ

ー
で
、
㈹
県
建
築
士
事
務
所
協
会
主
催

の
第
一
回
茨
城
建
築
文
化
賞
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
高
萩
大
心
苑
陶
芸
工
房

が
事
務
所
・
店
舗
部
門
で
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
，
地
域
の
周
辺
環
境
に
調

和
し
て
、
景
観
上
、
機
能
的
に
優
れ
て

い
る
建
築
物
な
ど
を
表
彰
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
文
化
の
香
り
高
い
、
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
意
識
の
高
揚

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
今
年
か
ら
実

施
さ
れ
た
も
の
で
す
。
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